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■シンボルマークのコンセプト 

九州大学百周年のスローガンである「知の新世紀を拓く」をテーマに、未来への無限大の可能性とダ

イナミズムが表現されています。 

 
■モチーフは「知恵の輪」 

「知」の象徴としての知恵の輪は、非常に長い歴史を持ち、あらゆる地域、文化圏のなかで独自の発

達を遂げ、子どもから大人まで幅広く親しまれてきたものです。百周年シンボルマークは、知恵の輪を

構成するパーツが「100」を連想させる形に並び、さまざまな角度から見た三次元のバリエーションを

生み出します。絡み合った輪が象徴する困難な課題を解決に導く多様な知性が、動的な知恵の輪の造形

に込められています。 

空間の中にさまざまな角度で現れるメタリックな 2 つの輪は「∞（無限大）」の可能性をイメージさ

せ、中央の九州大学カラーの輪は、変化する多様な「知」の可能性をつなぎ、新たな知を生み出す媒介

者としての役割を象徴しています。 

 
■バリエーションの使用 

シンボルマークを一種類に固定するのではなく、色々な角度から見た三次元の知恵の輪をサブタイプ

としてバリエーション展開できることが特徴です。こうして多面的な視点、多様な知性、そして躍動す

るダイナミックな大学の姿を表現します。 

 

■作成者 

マークのデザインは、本学芸術工学府の大学院生が中心となって制作しました。デザインを学ぶ学生

の積極的な参加が、このプロジェクトの特徴となっています。 

【百周年記念事業シンボルマークのコンセプト／デザイン担当】 

九州大学 UI プロジェクトチーム：池田美奈子芸術工学研究院准教授、伊原久裕芸術工学研究院准教授、

後藤萌（芸術工学府修士１年）、元松翠（芸術工学府修士１年） 

 

■百周年マーク入りＵＩ名刺の大学経費負担について 

今後、統一デザインの名刺作成については大学が経費負担をおこなうことにより、学内外での

統一したブランドイメージの向上及び百周年記念事業の広報を強く促進していきます。 
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百周年記念事業シンボルマークについて 

概 要 
九州大学は、明治四十四（一九一一）年、二十世紀の日本を担う拠点大学として設立され、平成

二十三（二〇一一）年に百周年を迎えます。「知の新世紀を拓く」のスローガンのもと、各種の百

周年記念事業を進めています。この記念事業を象徴するシンボルマークを別紙のとおり決定しまし

た。今後、百周年記念事業として展開される様々な媒体やイベント等において使用していきます。 

また、九州大学では名刺を各自私費で作成してきましたが、「九州大学シンボルロゴ」と「百周年

記念事業シンボルマーク」をセットで使用したＵＩ名刺については、大学経費による負担を行うも

のとし、百周年事業の浸透と併せて、統一したブランドイメージの向上をさらに進めていきます。



九州大学100周年シンボルマーク案

スローガン

コンセプト

「知」を象徴する知恵の輪をモチーフ

複数のシンボルを

効果的に用いることで

ダイナミックな姿を象徴

２つの輪は「無限大」の可能性を象徴
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中央の九州大学カラーの輪は
新たな知を生み出す媒介者としての役割を象徴



九州大学100周年シンボルマーク案 01
組み合わせA

（標準タイプ）

組み合わせB

（主に小サイズに使用）



九州大学100周年シンボルマーク案 02
サブタイプ（組み合わせA）

展開時に使用

サブタイプ（組み合わせB）

展開時に使用



九州大学100周年シンボルマーク案

展開事例：名刺
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